
事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108020100020101 事務事業名 道路橋梁維持総務管理事務事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ 道路管理グループ

### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号 2766

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■ H 24 年度～）

項 02 道路橋梁費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 道路橋梁維持費 根拠法令・条例等

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

公用車の燃料 ℓ 17,442 13,397 13,037 13,397 13,397

エレベータ保守点検契約による定期点検の実施回数 回 4 4 4 4 4

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

課内の各種業務

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

円滑に実施される

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 5,976 490 547 495 495

千円 8,751 10,020 10,134 8,427 8,427

千円 14,727 10,510 10,681 8,922 8,922

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 14,727 10,510 10,681 8,922 8,922

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

【公用車維持管理事務】
・道路維持管理事務事業及び公園管理事務事業を円滑に実施するために必要な公用車の維持管理を行う事務
【国分駅東西自由通路エレベータ保守点検契約事務】
・市道東西自由通路線に設置されているエレベータ２基について保守点検を実施するための契約を行う事務

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　霧島市経営健全化推進計画（第２次／改定版
）（平成26年12月策定）において、持続可能な健
全財政を確立するため歳出削減に関する取組
を全庁的に推進する必要があるとされ、その中
で、需用費や役務費については常にコストを意
識し、不要不急な物品の購入や電気・電話・水
道の浪費等を厳に慎むことで節減に努め、また
、ランニングコスト縮減に資する機器等の導入等
を検討し、維持管理費の縮減に努めることとされ
ている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

【公用車維持管理事務】
・公用車保有台数　26台
燃料費　1,724,608円
【国分駅東西自由通路エレベータ保守点検契約事務】
・国分駅東西自由通路エレベータ保守点検業務委託　
委託料　1,680,648円

【公用車維持管理事務】
・公用車の車検・修繕等を適正に実施することにより、課で所管する各事
務事業を円滑に実施することができた。
【国分駅東西自由通路エレベータ保守点検契約事務】
・国分駅東西自由通路エレベータ保守点検業務委託により、国分駅東西
自由通路に設置されているエレベータ２基について安全に管理すること
ができた。　



0108020100020101 道路橋梁維持総務管理事務事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

☐

■

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

　引き続き、課で所管する各事務事業を円滑に実施するため、適正な公用車の維持管理を行っていく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

車両の年式が古く、相当な走行距離のため燃料費、修繕料等の
経費がかさんでいる。順次車両の買い替えを進めていくことで燃
料費、修繕料、保険料、公課費を抑制することが可能である。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

現在、必要最小限の人員で事務を行っており、削減は困難である
。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

　車両を度々修繕に出すことは、各事務事業を円滑に実施する上で大きな影響を及ぼす。　また、いつ壊れるかわからない車両を
利用し続けることは、職員の安全確保の観点からも好ましくない。そこで年式が古く、走行距離の多い車両から順次買い替えを促
進していく必要がある。

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108020100020101 道路橋梁維持総務管理事務事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 7 0

10 0 0

11 7,266 5,632 5,632

470 200 200

1,725 1,244 1,244

0 0

0 0

3,525 3,463 3,463

1,546 725 725

0 0

0 0

0 0

12 601 577 577

35 0

0 0

6 7 7

560 570 570

13 2,211 2,224 2,224

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 10 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 371 300 300

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 215 189 189

28 0 0

10,681 8,922 8,922

0 0

0 0

0 0

547 495 495

10,134 8,427 8,427

計 10,681 8,922 8,922

当初予算 10,510 区分 名称 金額

補正予算 0 その他 雑入 176

0 その他 雑入 371

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 716 0

予算合計 11,226 0

0

0

0

0

合　計 547

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108050401010601 事務事業名 公園管理事務事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 01 生活基盤の充実 グループ 公園管理グループ

### 基本事業名 06 公園・広場等の整備 内線番号 2891

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■ H18 年度～）

項 05 都市計画費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 04 公園費 根拠法令・条例等 霧島市普通公園の設置及び管理に関する条例

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

管理委託や剪定・修繕等を行った公園数 箇所 34 35 31 35 35

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安心・安全・快適に利用できる。

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

憩いと交流の場が確保される。

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 4,000 5,164 4,000 4,000 4,000

千円 0 0 0 0 0

千円 613 342 654 342 342

千円 13,407 11,504 12,866 11,473 11,473

千円 18,020 17,010 17,520 15,815 15,815

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 18,020 17,010 17,520 15,815 15,815

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　天降川河川公園、地域管理でない普通公園（宮の杜ふれあい公園・臨空団地1～3号公園・下井地区運動公園・野久美田農村公園）の管理につ
いて業務委託を行う。
市内の公園にある施設の簡易な修繕を行うとともに地域等から要望のある普通公園の剪定や指定管理公園で指定管理者が出来ない樹木管理作
業を専門業者に委託する。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

公園管理者のアンケートにより、トイレ水洗化な
どの改修や遊具施設や便所の増設要望がある
。
普通公園において樹木が大きくなったり高齢化
により剪定や伐採等の要望が多く寄せられてい
る。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

【管理業務委託】
※隼人等普通公園施設管理業務委託　　2,917,000円
※天降川ふるさとの川河川公園管理業務委託　4,892,000円
※くまの公園管理業務委託　　　　　　208,000円
※八幡公園管理業務委託　　　　　 　162,000円
※浄化槽維持管理業務委託　　　　　397,220円
【樹木管理及び剪定等業務委託】
※野久美農村公園樹木管理業務委託　他13件　　1,466,132円
【公園施設修繕】
※牧之原近隣公園照明修繕　他36件　4,268,908円

適切な維持管理（清掃・剪定・修繕等）により安心、安全、快適に利用で
きる公園としての機能が確保できた。

数字を入れると「Ｈ」
が付きます。

元号選択

年度～
年代～
年頃～不明



0108050401010601 公園管理事務事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

公園施設長寿命化に基づく調査結果を踏まえ、緊急度により順位を付けて撤去、修繕を行う。

引き続き公園長寿命化に基づく施設の改築・改修を推進していく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

維持管理については、安心・安全で快適な利用ができるように必
要最小限の事業費を計上しているので削減できない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

公園の現状を確認し委託業者との打合せや業務手続に最低限必
要な業務であり削減できない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108050401010601 公園管理事務事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 990 990 990

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 5,198 4,180 4,180

59 60 60

0 0

0 0

0 0

870 820 820

4,269 3,300 3,300

0 0

0 0

0 0

12 215 219 219

0 0

0 0

64 65 65

151 154 154

13 10,347 9,631 9,631

14 375 395 395

15 0 0

16 395 400 400

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

17,520 15,815 15,815

0 0

4,000 4,000 4,000

0 0

654 342 342

12,866 11,473 11,473

計 17,520 15,815 15,815

当初予算 17,010 区分 名称 金額

補正予算 0 県支出金 河川公園管理業務費 4,000

0 その他 公園使用料 654

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 1,538 0

予算合計 18,548 0

0

0

0

0

合　計 4,654

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108050401010602 事務事業名 都市公園管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 01 生活基盤の充実 グループ 公園管理グループ

### 基本事業名 06 公園・広場等の整備 内線番号 2891

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ☐

項 05 都市計画費 ■ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 04 公園費 根拠法令・条例等 都市公園法及び霧島市都市公園条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設 48 48 48 51 51

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民 人口 人 126,773 129,360 126,962 129,679 130,000

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安心・安全・快適に利用できる。 ％ 87 93 87 94 94

安心・安全・快適に利用できる。 年間利用者 人 223,130 248,000 222,710 250,000 250,000

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

憩いと交流の場が確保される ％ 61 64 61 65 65

憩いと交流の場が確保される 市民一人あたりの公園面積 ㎡ 11 9 9 9 9

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 37,057 37,267 36,182 37,587 37,587

千円 37,057 37,267 36,182 37,587 37,587

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 37,057 37,267 36,182 37,587 37,587

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

H18

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

霧島市の城山公園及び丸岡公園を除く都市公園について、指定管理者で運営・管理を行う。
現在指定管理者と協定締結している。
※国分都市公園指定管理（17公園）　　　指定管理者：一般財団法人　霧島市施設管理公社　　　　　　指定期間：H27．4．1～H32．3．31
※隼人等都市公園指定管理（３１公園）　指定管理者：公益社団法人　霧島市シルバー人材センタ―　指定期間：H23．4．１～H2８．3．31

　　　　　

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
利用アンケートによる「期待以上に良かった」
「期待どおりだった」「まあまあだった」の割合

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
身近な地域で公園・広場が整備されていると
考える市民の割合

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

公園設置年から相当数の年月が経ち、修繕、改
修の対象となる公園が多く、修繕費などの経費
が今後増加する懸念がある。
最近グランドゴルフをされる方が増えて、コート
内の維持管理について、芝の適正な管理など
の要望がなされている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

【指定管理料実績】
※国分都市公園指定管理　　　　　　　１９，０２９，６００円
※隼人等都市公園指定管理   　　　　１６，３５４，２８６円

適切な維持管理（清掃・剪定・修繕等）により安心、安全、快適に利用で
きる公園としての機能が確保できた。

数字を入れると「Ｈ」
が付きます。

元号選択

年度～
年代～
年頃～不明



0108050401010602 都市公園管理事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

■

☐

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

公園施設長寿命化に基づく調査結果を踏まえ、緊急度により順位を付けて撤去、修繕を行う。

引き続き公園長寿命化に基づく施設の改築・改修を推進していく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
住民が安心、安全、快適に利用できることは、憩いと交流の場が
確保されることにつながる。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

市民の憩いの場である公園の安全性と利便性、機能確保のため
指定管理者による公園としての環境確保、老朽化した施設の維持
補修は、市民の身体的精神的な健康増進に寄与するため市が行
うべきである。 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
これまでの管理運営実績を活かし、施設の安全確保や効率的な
管理運営を更に進め、利用者のニーズに対応したサービスの向
上や利用拡大に努める。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
廃止した場合、遊具の点検や除草・剪定等がなされず安心・安全
・快適に利用できない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

指定管理料については、価格点を含めた総合的な基準で選定を
行っているため、一定の削減は、図られている。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

指定管理者の選定手続き、打合せ、協定書の締結などを行ってい
るが、指定管理者の適正な施設管理を確保するために、最低限
必要な業務である。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

この事業は全ての公園利用者に還元されており、公平・公正であ
る。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108050401010602 都市公園管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 36,021 37,587 37,587

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 161 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

36,182 37,587 37,587

0 0

0 0

0 0

0 0

36,182 37,587 37,587

計 36,182 37,587 37,587

当初予算 37,267 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 ▲ 39 0

予算合計 37,228 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108050401010603 事務事業名 城山公園管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 01 生活基盤の充実 グループ 公園管理グループ

### 基本事業名 06 公園・広場等の整備 内線番号 2891

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ☐

項 05 都市計画費 ■ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 04 公園費 根拠法令・条例等 都市公園法及び霧島市都市公園条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設 1 1 1 1 1

指定管理者による自主事業実施数 件 4 4 17 4 4

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民 人口 人 126,773 129,360 126,962 129,679 130,000

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安心・安全・快適に利用できる。 ％ 99 100 96 100 100

安心・安全・快適に利用できる。 年間利用者 人 65,604 72,000 91,148 74,000 76,000

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

憩いと交流の場が確保される ％ 61 64 61 65 65

憩いと交流の場が確保される 市民一人あたりの公園面積 ㎡ 11 9 9 9 9

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 21,557 24,907 22,084 18,452 18,452

千円 21,557 24,907 22,084 18,452 18,452

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 21,557 24,907 22,084 18,452 18,452

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

H18

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

【施設の概要】
城山公園（国分）は、昭和５３年に開園し多種施設を兼ね備えた総合公園で、敷地面積は１５万８５９４㎡で、展望台（６階建７２５㎡）、休憩室（１８０㎡
）観覧車、ゴーカート場（全長１３００ｍ）、電気自動車場、パターゴルフ場、児童広場（３６００㎡）芝広場、SL展示、駐車場（２６８台）などの施設があり
ます。営業時間は、９時３０分～１８時（4月1日～10月31日）9時30分～17時（11月1日～3月31日）　月曜日（休業日）
【指定管理者】
公益社団法人　霧島市シルバー人材センター
指定管理期間　平成２７年４月１日～平成３２年３月３１日

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
利用アンケートによる「期待以上に良かった」
「期待どおりだった」「まあまあだった」の割合

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
身近な地域で公園・広場が整備されていると
考える市民の割合

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

トイレの水洗化やパターゴルフ場の改修また遊
具の更新などの要望でわかるように、多くの施
設が設置年より相当経過しているので、今後の
対策が急務である。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

【指定管理料実績】
※城山公園指定管理料　　　　１９，２４５，６００円

適切な維持管理（清掃・剪定・修繕等）により安心、安全、快適に利用で
きる公園としての機能が確保できた。



0108050401010603 城山公園管理事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

■

☐

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

公園施設長寿命化に基づく調査結果を踏まえ、緊急度により順位を付けて撤去、修繕を行う。

引き続き公園長寿命化に基づく施設の改築・改修を推進していく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
住民が安心、安全、快適に利用できることは、憩いと交流の場が
確保されることにつながる。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

市民の憩いの場である公園の安全性と利便性、機能確保のため
指定管理者による公園としての環境確保、老朽化した施設の維持
補修は、市民の身体的精神的な健康増進に寄与するため市が行
うべきである。 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
これまでの管理運営実績を活かし、施設の安全確保や効率的な
管理運営を更に進め、利用者のニーズに対応したサービスの向
上や利用拡大に努める。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
廃止した場合、遊具の点検や除草・剪定等がなされず安心・安全
・快適に利用できない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

指定管理料については、価格点を含めた総合的な基準で選定を
行っているため、一定の削減は、図られている。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

指定管理者の選定手続き、打合せ、協定書の締結などを行ってい
るが、指定管理者の適正な施設管理を確保するために、最低限
必要な業務である。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

この事業は全ての公園利用者に還元されており、公平・公正であ
る。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108050401010603 城山公園管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 322 0 0

255 0

0 0

0 0

0 0

0 0

67 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 19,246 18,452 18,452

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 2,516 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

22,084 18,452 18,452

0 0

0 0

0 0

0 0

22,084 18,452 18,452

計 22,084 18,452 18,452

当初予算 24,907 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 ▲ 1,867 0

予算合計 23,040 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108050401010604 事務事業名 丸岡公園管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 01 生活基盤の充実 グループ 公園管理グループ

### 基本事業名 06 公園・広場等の整備 内線番号 2891

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ☐

項 05 都市計画費 ■ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 04 公園費 根拠法令・条例等 都市公園法及び霧島市都市公園条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設 1 1 1 1 1

指定管理者による自主事業実施数 件 11 11 14 11 11

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民 人口 人 126,773 129,360 126,962 129,679 130,000

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安心・安全・快適に利用できる。 ％ 99 100 95 100 100

安心・安全・快適に利用できる。 年間利用者 人 98,115 102,000 96,396 105,000 106,000

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

憩いと交流の場が確保される ％ 61 64 61 65 65

憩いと交流の場が確保される 市民一人あたりの公園面積 ㎡ 11 9 9 9 9

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 10,790 11,183 12,331 10,461 10,461

千円 10,790 11,183 12,331 10,461 10,461

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 10,790 11,183 12,331 10,461 10,461

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

H19

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

【施設の概要】
丸岡公園（横川）は、昭和４３年に開園し多種施設を兼ね備えた総合公園で、敷地面積は２７万２０００㎡で、緑地公園、運動場、日本庭園、ゴーカ
ート場（約１０００ｍ）スロープカー、遊具、バンガロー、レストラン等の施設があります。また公園施設の他にや園内には、農業交流センターや横川勤
労者技術研修館が併設しております。公園施設の営業時間は、９時～１７時　毎週火曜日（休業日）
【指定管理者】
きりしまPPP株式会社　指定管理期間　平成２４年4月1日～平成２９年3月31日

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
利用アンケートによる「期待以上に良かった」
「期待どおりだった」「まあまあだった」の割合

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
身近な地域で公園・広場が整備されていると
考える市民の割合

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

丸岡公園は、設置年から相当経過し、各施設に
不具合がでてきているので、維持修繕費等の増
大が懸念される。
また多くの桜が植えてあるが、病気が発生して
おりその対策に苦慮している。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

【指定管理料実績】
※丸岡公園指定管理料　　　　１０，６１２，４５２円

適切な維持管理や景観を考慮した樹木管理により安心、安全、快適に利
用できる公園としての機能が確保できた。



0108050401010604 丸岡公園管理事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

公園施設長寿命化に基づく調査結果を踏まえ、緊急度により順位を付けて撤去、修繕を行う。

引き続き公園長寿命化に基づく施設の改築・改修を推進していく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
住民が安心、安全、快適に利用できることは、憩いと交流の場が
確保されることにつながる。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

市民の憩いの場である公園の安全性と利便性、機能確保のため
指定管理者による公園としての環境確保、老朽化した施設の維持
補修は、市民の身体的精神的な健康増進に寄与するため市が行
うべきである。 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
これまでの管理運営実績を活かし、施設の安全確保や効率的な
管理運営を更に進め、利用者のニーズに対応したサービスの向
上や利用拡大に努める。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
廃止した場合、遊具の点検や除草・剪定等がなされず安心・安全
・快適に利用できない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

指定管理料については、価格点を含めた総合的な基準で選定を
行っているため、一定の削減は、図られている。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

指定管理者の選定手続き、打合せ、協定書の締結などを行ってい
るが、指定管理者の適正な施設管理を確保するために、最低限
必要な業務である。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

この事業は全ての公園利用者に還元されており、公平・公正であ
る。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108050401010604 丸岡公園管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 482 0 0

482 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 10,612 10,461 10,461

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 1,237 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

12,331 10,461 10,461

0 0

0 0

0 0

0 0

12,331 10,461 10,461

計 12,331 10,461 10,461

当初予算 11,183 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 1,437 0

予算合計 12,620 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108050401010606 事務事業名 公園改修事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 01 生活基盤の充実 グループ 公園管理グループ

### 基本事業名 06 公園・広場等の整備 内線番号 2891

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■ H18 年度～）

項 05 都市計画費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 04 公園費 根拠法令・条例等

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市公園施設長寿命化計画

公園の老朽化の進む施設の改修や更新、又は新設により利用者の憩いの場所として、安全で快適な公園として環境を整えるものである。

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

改修等を調査・実施した施設数 施設 8 10 12 10 10

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

公園利用者

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安心・安全・快適に利用できる

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

憩いと交流の場が確保される

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 15,500 15,500

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 51,482 5,800 21,547 16,268 16,268

千円 51,482 5,800 21,547 31,768 31,768

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 51,482 5,800 21,547 31,768 31,768

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

公園利用者アンケートにより、トイレの水洗化、
洋式への改修や遊具施設の更新、増設等の意
見が寄せられている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

１．丸岡公園施設解体・除去　４件　　　　　1,360,800円
２．正覚寺公園便所屋根修繕　　　　　　　　　　54,000円
３．住吉運動公園バックネット修繕　　 　　　　496,800円
４．西地区コミュニティ広場便所屋根修繕 　　222,071円
５．丸岡公園広場修繕　　　　　　　　　　　　　　226,800円
６．丸岡公園遊具修繕　　　　　　　　　　　　　1,252,800円
７．城山公園フェンス修繕　　　　　　　　　　　　324,000円
８．城山公園施設修繕　　　　　　　　　　　　　　761,400円
９．城山公園観覧車修繕（繰越）　　　　　　16,848,000円　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

老朽化した施設の改修・修繕を行い安心・安全が確保され、市民の憩い
の場としての機能が向上した。



0108050401010606 公園改修事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

霧島市公園施設長寿命化計画をもとに緊急度を勘案しながら施設の改修・修繕を行う。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

各公園の老朽化が進む中、改修すべき公園施設も多く、利用者
の安全な公園利用を図るためには、削減余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

主に施設の修繕・改修を専門業者に依頼するための業務遂行を
正規職員で行っているので削減余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

霧島市公園施設長寿命化計画に沿って、公園施設の経年劣化による施設の不具合の解消や機能充実のため補助事業を導入し
ていく。

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108050401010606 公園改修事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 20,262 768 768

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

20,262 768 768

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 6,400 6,400

14 0 0

15 1,285 24,600 24,600

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

21,547 31,768 31,768

0 15,500 15,500

0 0

0 0

0 0

21,547 16,268 16,268

計 21,547 31,768 31,768

当初予算 22,648 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 ▲ 1,069 0

予算合計 21,579 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108020101020103 事務事業名 地方改善施設整備事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ 道路維持グループ

### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号 2761

会計 一般会計 □ 単年度のみ

款 08 土木費 ■

項 02 道路橋梁費 □ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 道路橋梁維持費 根拠法令・条例等 道路法・道路法施行規則

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

道路補修工事、側溝整備工事等の箇所数 路線 0 1 1 1 1

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民

市道

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 7,240 3,500 6,742 6,742

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 7,240 3,500 6,742 6,742

千円 0 14,480 7,000 13,484 13,484

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 0 14,480 7,000 13,484 13,484

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

霧島市の市道・生活道路の狭小道路及び排水路等における、市民からの改修要望に対して、改善のための工事を行う事業。（交付金）
主な業務内容は次のとおり。
①自治会や市民からの、まちづくり計画による狭小道路等の改修・改善要望の対応。
②要望箇所を確認し、優先順位をつけて事業路線を選定する。
③改修工事の設計委託、工事の発注。
④完成検査の実施
⑤工事個所の引受

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
安全に通行でき、良好な状態に保たれ
る。

イ
狭小道路が改修され移動がしやしくな
る。

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

地区自治公民館から、まちづくり計画書により道
路改良や道路拡幅などの要望がある。救急車
輌等の通れない狭小道路の改善について議会
で質問がでている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

下井２５号線
アスファルト舗装　Ａ=３００㎡
排水路整備　Ｌ=９３ｍ

市道下井２５号線の舗装状況の改善及び排水路の整備がなされた事で
、地域住民の利便性の向上と通行の安全確保が図られた。



0108020101020103 地方改善施設整備事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

国分剣之宇都地区の幅員狭小な集落道路の改善を図る。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ 幅員狭小道路や排水路の未整備箇所は多く、住民からの改良等

の要望も多いため、削減余地はない。
 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

高度な測量設計は業務委託を行い、事業遂行を正規職員で行っ
ているので削減余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

まちづくり計画書等による各地区の要望箇所から、緊急性や必要性を考慮しながら優先箇所を決定し、狭小道路の改善を図って
いく。、

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108020101020103 地方改善施設整備事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 137 264 264

137 132 132

0 132 132

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 6,863 12,620 12,620

16 0 0

17 公有財産購入費 0 300 300

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 300 300

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

7,000 13,484 13,484

3,500 6,742 6,742

0 0

0 0

0 0

3,500 6,742 6,742

計 7,000 13,484 13,484

当初予算 14,480 区分 名称 金額

補正予算 ▲ 7,480 国庫支出金 地方改善施設整備事業費 3,500

▲ 7,480 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 3 0

予算合計 7,003 0

0

0

0

0

合　計 3,500

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第5号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108020101020104 事務事業名 道路維持改良事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ 道路維持グループ

### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号 2761

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■

項 02 道路橋梁費 □ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 道路橋梁維持費 根拠法令・条例等 道路法・道路法施行規則

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

道路補修工事、側溝整備工事等の箇所数 路線 8 10 5 4 4

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民

市道

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 13,500 13,500 13,500 13,500 13,500

千円 0 0 0 0 0

千円 13,100 0 0 0 0

千円 58,709 26,900 47,602 19,450 19,450

千円 85,309 40,400 61,102 32,950 32,950

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 85,309 40,400 61,102 32,950 32,950

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

霧島市全域の市道の維持補修のため、補修工事を行う事業。
主な業務内容は次のとおり。
①自治会や市民からの、市道の不具合箇所の改修・改善要望の対応。
②まちづくり計画等における、市道の不具合箇所の改修・改善要望の対応。
③要望箇所の確認。
④改修工事の設計委託、工事の発注。
⑤完成検査の実施
⑥工事個所の引受

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
安全に通行でき、良好な状態に保たれ
る

イ
狭小道路の改修や、破損の激しい舗
装や側溝などの補修を行う。

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

自治会や市民から狭小道路の改修、舗装の補
修、側溝等の改修などの要望がある。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

市道の舗装改修工事、側溝整備工事、視距改良工事などを実施した。
H2７年度　工事(単独）　５路線　水路工事・舗装工事等

市道の舗装や側溝等の改修を実施し、市民生活及び車両通行等の安全
を図れた。



0108020101020104 道路維持改良事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

道路の維持補修工事を迅速に実施し、通行の安全を図る。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ 住民からの市道の補修要望も多く、補修工事を必要とする箇所も

多いことから、削減余地はない。
 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

高度な測量設計は業務委託を行い、事業遂行を正規職員で行っ
ているので削減余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

道路の維持管理上、補修工事を必要とする現場は多種多様であることから、個々の現場に応じた維持補修工事を実施している。
個々の現場状況を精査し、測量設計の段階で可能な限り、経済的な工法を選定していく。

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108020101020104 道路維持改良事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 8,044 950 950

14 0 0

15 50,965 31,000 31,000

16 0 0

17 公有財産購入費 1,861 800 800

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 232 200 200

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

61,102 32,950 32,950

0 0

13,500 13,500 13,500

0 0

0 0

47,602 19,450 19,450

計 61,102 32,950 32,950

当初予算 57,400 区分 名称 金額

補正予算 33,000 県支出金 電源立地地域対策交付金 13,500

33,000 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 37 0

予算合計 90,437 0

0

0

0

0

合　計 13,500

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第2号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108010101020104 事務事業名 市道・橋梁台帳整備事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ 道路管理グループ

### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号
会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■ H 17 年度～）

項 01 土木管理費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 土木総務費 根拠法令・条例等 道路法、道路法施行規則

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

認定・変更・廃止路線数 本 17 20 21 20 20

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市道（認定・認定外） 市道延長 Km 1,630 1,632 1,630 1,632 1,632

橋梁 橋梁数 橋 654 654 649 650 650

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

市道・橋梁の情報が管理できる 霧島市道路台帳再編計画達成度 ％ 100 100 100 100 100

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる 改良率 ％ 47 48 47 48 48

安全・快適に移動ができる 渋滞箇所数 箇所 9 8 8 7 7

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 12,760 16,405 9,844 10,191 8,000

千円 12,760 16,405 9,844 10,191 8,000

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 12,760 16,405 9,844 10,191 8,000

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

2765、2766

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

　市道の管理を行うために、市が管理する道路（市道）や橋梁の台帳（図面）を整備する。手順としては、市道や橋梁の認定・廃止・変更を行い、そ
の後、台帳の補正を行う。台帳を整備することにより、市有地と民地の境界が明確になり、市道の全体像を把握し、機能確保を図れる。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　新市になり、平成23年度において霧島市道の
一括廃止、一括認定を完了したところである。
　また、平成24年度より道路地図情報システムを
導入したことで、市道情報の共有化が可能となり
、毎年度、台帳の補正を行っているところである
。
　市民・議会等からの意見・要望は無い。 投

入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

道路台帳補正　4.014km（19路線）（国分・霧島・隼人地区）
橋梁台帳補正　240橋（全地区）

　霧島市の道路台帳の整合性を保つため、前年度に道路改良等工事が
完成し変更の生じた道路について道路台帳補正をかけた。また、橋梁台
帳を作成するため、全地区の橋梁台帳を整備し、数値等を道路台帳・台
帳図に反映させた。
　また、市道の認定（2路線）を行い、路線の区域決定及び供用開始を告
示した。
　道路台帳・橋梁台帳整備により市道の整備・維持の業務の効率化と市
道に係る許認可申請に対する利便性・迅速性が向上した。また、交付税
の基礎になる道路数値の整備が整った。



0108010101020104 市道・橋梁台帳整備事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

☐

■

④

■

☐

⑤ 【参考：昨年度の内容】

■

【参考：昨年度の内容】☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○

道路改良等に伴い完成した道路等の道路台帳調書・道路台帳図への反映

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
台帳を整備することにより、市有地と民地の境界が明確になり、市
道の全体像を把握し、機能確保を図れることから、ひいては安全
で快適な移動ができることになる。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

道路法により、市道という「市の財産」の全体像を管理することは、
道路管理者の責務である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
台帳再編については、平成22年度には100％整備できたことから、
平成23年度以降は毎年度の道路改良等を行った路線の道路台
帳補正作業を継続して行う。

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
新規・改良路線の詳細が把握できず、財産の管理・機能確保がで
きなくなる上に、地方交付税の算定基礎数値の変更ができない。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

道路法により道路台帳及び台帳図を作成することが義務付けられ
ているため、市道の道路整備完了に伴い補正しなければならない
ことや工法等を変更できないことにより削減の余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

台帳の基礎部分は、市職員が作成しているが、必要最小限の事
務であり、削減の余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

市道の機能確保のための基礎資料の台帳を整備することなので、
偏りはなく、公平・公正である。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

　市道の整備・改良等を完了した道路等を調査測量し台帳に反映させることにより、市有財産の管理用資料及び交付税等の資料
として必要不可欠なものであるため、継続して事業を行う。

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108010101020104 市道・橋梁台帳整備事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 9,844 10,191 8,000

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

9,844 10,191 8,000

0 0

0 0

0 0

0 0

9,844 10,191 8,000

計 9,844 10,191 8,000

当初予算 16,405 区分 名称 金額

補正予算 ▲ 6,000 0

▲ 6,000 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 10,405 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第5号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108020101020105 事務事業名 道路維持管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ 道路維持グループ

### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号 2761

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■ H 18 年度～）

項 02 道路橋梁費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 道路橋梁維持費 根拠法令・条例等 道路法（第１６条）

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

道路補修・側溝修繕箇所数 箇所 448 700 485 700 700

藪払い延長 Km 766 790 775 790 800

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市道利用者及び周辺住民 人口 人 126,842 129,360 126,834 129,679 126,551

霧島市内の市道 市内の市道延長 Km 1,606 1,606 1,606 1,606 1,606

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安全に通行できる ％ 91 93 92 95 96

良好な状態に保たれる ％ 91 93 92 95 96

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる 道路に関する苦情件数 件 2,201 1,290 2,304 1,290 1,250

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 257,140 279,166 282,758 302,241 302,241

千円 257,140 279,166 282,758 302,241 302,241

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 257,140 279,166 282,758 302,241 302,241

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

霧島市全域の市道の維持管理のため、清掃や修繕・改修を行う事業。主な業務内容は次のとおり。
①市道の陥没や側溝閉塞（落ち葉などで水路がつまること）、雑草等により見通しの悪い箇所などを通常巡回や、利用者からの通報により把握
②現場状況確認
③実施要否判断
④関係機関と協議
⑤修繕や改修工事・委託の発注
⑥工事委託終了後の検査
※日常的に住民が使用する生活道路については、清掃等を周辺地域の自治会に協働で行ってもらっている。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
対応率（修繕対象箇所数/改修が必要と判断
された箇所数）

イ
対応率（修繕対象箇所数/改修が必要と判断
された箇所数）

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　昭和２７年の道路法の改定により、市道の整備
と維持管理が市町村の義務となった。市道の老
朽化、舗装の劣化、側溝等の不具合が多く発生
している。また、高齢化に伴い、地域住民で行っ
ていた藪払いができない地域が増え、市で対応
してほしいとの要望も年々増加している。市道の
維持修繕は道路利用者だけでなく、地域住民
にも多大な影響があるために、早急な対応が求
められている。
　住民からの苦情や要望の内容は、「藪払い」「
側溝改修」「道路舗装の補修」が多い。
　平成21年9月議会で、「中山間地域では高齢
化が進み自治会で草払いなどの管理が困難に
なっているが、今後どのように考えるか」の質問
がなされた。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

【参考：昨年度の内容】
道路補修・側溝修繕を537件実施した。（国分地区が256件、隼人地区が
109件、溝辺地区が34件、横川地区が22件、牧園地区が43件、霧島地区
が48件、福山地区が25件）また、その内、まちづくり計画にある要望も96
件実施した。
・道路維持管理・高所木伐採を20件実施した。（国分地区が6件、牧園地
区が6件、霧島地区が5件、溝辺地区が1件、横川地区が2件）
・草払いを業務委託で775㎞実施した。
・月曜日にパトロールを実施し、道路の不具合箇所を発見してもらった。

【参考：昨年度の内容】
市道等における市民からの要望・苦情に対して、道路補修・側溝修繕、
草払い等を実施し、要望・苦情を解消し、市民の安全な通行を図ることで
きた。



0108020101020105 道路維持管理事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

■

☐

☐

④

■

☐

⑤ 容】

■

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？
市道利用者及び周辺住民が安全に通行できることや、霧島市内
の市道が良好な状態に保たれることは、安全・快適に移動ができ
ることに結びついている。

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

市道の維持管理は道路法に基づき管理者である市の責務であり
、市道の安全を確保するという点から妥当である。

 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？
道路の劣化により年々修繕の箇所が増え、高齢化により市道の草
払いの要望も増えている。また、修繕料や草払い委託料の経費の
確保も難しく、現状としては、修繕による改善や草払いの作業延長
を伸ばすことは難しい状況である。 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？
市民の最も身近な生活道路である市道の維持管理を廃止・休止
することは、円滑な車輌通行の妨げとなり、事故の誘発を招く。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

 類似の事業はない

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

市道の劣化が進む中、道路の補修や、地域の高齢化による草払
いの要望が年々増加している。このような状況では、事業費の削
減余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

現在は、草払いや修繕については、委託や請負により、市道の維
持管理を継続的に行っている。職員は、住民からの苦情・要望処
理や現場での状況判断、また、専門的知識を要する工法検討な
ど対応する業務が多く、人件費を削減する余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

住民からの苦情・要望は地域によって偏りはあるが、市民の生活
道路である市道の維持管理は、パトロールなども含めて要否を判
断しているため、公平性は保たれている。

 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

道路の舗装補修や側溝清掃・草払い等、市民要望に対応するため、緊急性のあるものについては早急に対応していく。
また、維持管理業務の取組みを組織的に協議し、今後も業者委託以外のものについては、職員や作業員、地域ボランティア活動
等との連携を取りながら対応ていく。

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

市道のパトロール強化に努め、危険箇所を早期発見し、災害や事故等の未然防止を図る。
道路の安全を確保することは、市民生活と直結しており、必要不可欠な事業であることから、今後も増加していく要望等に適宜対
応していく。

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108020101020105 道路維持管理事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 7,043 7,377 7,377

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 170,606 192,489 192,489

3,416 2,450 2,450

19 39 39

0 0

0 0

0 0

167,171 190,000 190,000

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 93,563 92,000 92,000

14 2,487 2,375 2,375

15 0 0

16 9,059 8,000 8,000

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

282,758 302,241 302,241

0 0

0 0

0 0

0 0

282,758 302,241 302,241

計 282,758 302,241 302,241

当初予算 279,166 区分 名称 金額

補正予算 5,000 0

5,000 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 ▲ 1,024 0

予算合計 283,142 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第2号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108020101020106 事務事業名 橋梁長寿命化修繕事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ 道路維持第１Ｇ

### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号 2761

会計 一般会計 □ 単年度のみ

款 08 土木費 □

項 02 道路橋梁費 ■ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 道路橋梁維持費 根拠法令・条例等

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市橋梁長寿命化修繕計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

修繕工事完了の橋梁数 橋 5 7 7 10 10

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民

霧島市が管理する道路橋梁

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 77,776 85,635 67,590 106,700 106,700

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 3,785 69,600 55,254 0 0

千円 59,851 465 49 87,300 87,300

千円 141,412 155,700 122,893 194,000 194,000

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 141,412 155,700 122,893 194,000 194,000

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

H21

道路法　第42条第1項

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

高度経済成長期に架設された大量の橋梁が、一斉に老朽化し橋の寿命が近づきつつあることにより事業を開始した。
　長寿命化修繕計画に基づく計画的かつ予防的管理を行い、橋梁の長寿命化を図る。その結果、橋梁が一斉に劣化・損傷することが回避でき、安
心安全な交通の確保と橋梁に係る長期的な費用の縮減を図る。
全橋の概略点検実施→詳細点検→長寿命化計画書作成→長寿命化計画に沿って事業（補修工事）申請→事業（補修工事）実施→完了

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
安全に通行でき、良好な状態に保たれ
る。

イ
計画的で予防的な管理を行うことによ
り、橋梁を長寿命化する

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　平成19年第3回（9月）定例会市議会において
市議より、橋梁の点検管理に係る一般質問が行
われるなど、市民の関心が高まっている。
　質問内容は、橋長15ｍ以上の道路橋の数や
耐用年数、点検・管理状況に関するものであっ
た。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

橋梁点検及び橋梁補修工事と設計委託を実施した。
①橋梁点検　（溝辺）片馬場橋ほか１１４橋
①工事完了　（隼人）別府橋ほか６橋
②設計完了　（国分）下河畑橋ほか４橋

橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁点検及び設計委託と修繕工事を
実施し、（隼人）別府橋ほか６橋の修繕工事が完了したことで、橋梁の長
寿命化が図られ、安全に通行できるようになった。



0108020101020106 橋梁長寿命化修繕事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

個々の橋梁に応じた経済的で最良な補修工法を検討し、早急な対応を行なっていく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ 橋梁の健全度調査に基づく「橋梁長寿命化修繕計画」により実施

している。補修の必要な橋梁数も多く、早急な対応が求められて
いるので、削減の余地はない。
交付金事業として事業の実施中である。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

専門性の高い調査や補修計画は業務委託を行い、事業遂行は正
規職員で行っているので削減余地はない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

橋梁点検（５年に1回）を継続して実施する。
点検結果に基づき、緊急性や効果等を考慮しながら、修繕対象橋梁を選定していく。

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108020101020106 橋梁長寿命化修繕事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 89,391 120,000 120,000

14 0 0

15 33,502 74,000 74,000

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

122,893 194,000 194,000

67,590 106,700 106,700

0 0

0 0

55,254 0

49 87,300 87,300

計 122,893 194,000 194,000

当初予算 155,700 区分 名称 金額

補正予算 ▲ 2,216 国庫支出金 社会資本整備総合交付金 67,590

▲ 2,216 その他 特定建設事業基金繰入金 55,254

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 3 0

予算合計 153,487 0

0

0

0

0

合　計 122,844

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第5号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108020101020107 事務事業名 道路アダプト制度事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ 道路維持第１Ｇ

### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号 2761

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■ H 24 年度～）

項 02 道路橋梁費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 道路橋梁維持費 根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

団体 46 60 59 74 74

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市民団体及び事業者団体 市民団体及び事業者団体数 団体 100 100 100 100 100

指定道路及び指定区間延長 Km 90 90 90 90 90

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

アダプト制度登録団体数を増やす 団体 46 60 59 74 74

草払い・清掃活動等が行われる アダプトによる道路の草払い延長（累積） Km 47 55 59 63 63

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる 道路に関する苦情件数 件 2,201 1,290 2,296 1,290 1,250

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 2,074 2,194 2,527 2,990 2,990

千円 2,074 2,194 2,527 2,990 2,990

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 2,074 2,194 2,527 2,990 2,990

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

道路アダプト制度実施要綱により、市民団体・事業者団体などを募集し、応募した団体が霧島市内の市道及び国県道の主要幹線道路で延長400ｍ
以上の道路敷地を、（１）年２回以上の道路の草払い（２）道路の清掃（ポイ捨てゴミ等の収集・処分）（３）道路の破損等の情報提供の活動を行う。事
業費については、道路保全（草払い）区間に応じて、１団体につき30,000円～50,000円を限度に活動支援金を交付する。また、アダプトの道路区域
には、アダプトサイン（看板）を設置する。これにより道路の環境及び機能の維持向上を図る。
※道路アダプト制度
目的：道路の環境保全及びその機能の向上を図るため、美化活動を行う市民活動団体等と市が共に協力し、支え合う共生・協働による快適で美し
いまちづくりを推進する。
対象となる団体：市内の企業等の法人又は5人以上で構成する地区自治公民館、自治会、老人クラブ、PTAその他活動の継続性が保たれる市民活
動団体。
対象となる道路：市道は、市が定めた道路（主要幹線道路）、国道・県道は市と協議がなされた道路で実施。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア
道路アダプト制度の実施により、参加団体を募って、道路の草払い、清掃等を実施す
る

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ
霧島市内の市道・国県道の主要幹線
道路

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア
この事業により道路環境保全に取り組む市民
団体・事業者団体数（累積）

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

　道路の環境及びその機能を維持するため、市
民の要望などに基づき草払いを実施しているが
、その草払いが、地区市民の高齢化などにより
実施できない路線が増えている状況である。こ
の状況を少しでも緩和するために、道路アダプト
制度を平成24年度から始めている。
　市民からの問い合わせや意見として、アダプト
制度を霧島市が指定した路線以外でもできるよ
うにしてほしいとの意見もあるので、路線の見直
しを実施し、アダプト対応路線を増やしていきた
い。また、外部評価委員会からも、作業中の事
故防止のための安全指導や研修等を徹底し、
地域における共生協働の意識向上を図りながら
、成果向上を目指してほしいとの意見もある。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

平成２７年度で新規登録団体として１７団体を追加登録し、また脱退団体
が４団体の合計５９団体による草払い・清掃等実施延長が５８．６ｋｍであ
った。

道路環境及び道路機能の維持向上が図られ、安全で快適に移動できる
ようになった。



0108020101020107 道路アダプト制度事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

■

☐

☐

②

■

☐

③

☐

■

☐

④

■

☐

⑤

☐

■

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

■

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局 建設部長 川東　千尋

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

（２）総　評

登録団体の加入増を図りながら、今後も継続して道路の環境美化や機能を維持していくための活動を推進していく必要がある。

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？ 道路アダプト制度を制定し、市民・事業者・行政が一体となり、市
内の主要幹線道路の環境及び機能の維持向上を図ることで、通
行車輌や利用者が安全・快適に移動できる。 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？ 道路の維持管理を図ることは、道路管理者である市の責務である

。
 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 道路アダプト制度の普及を図ることにより、成果指標が向上できる
。本市に適したアダプト制度が、市民・事業者・行政が一体となっ
た取り組みが今後も普及し、成果向上に繋がる。 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？ アダプト制度を廃止・休止することは、道路の通行に支障をきたし
、美観景観が損なわれる道路が増える。

 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等 河川景観保全アダプト（里親）制度推進事業

 類似の事業はない
道路アダプト制度実施要綱により、市道の管理としてアダプト制度
を実施していることから、市道以外の場所で実施できないし、重複
できない。

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ 使用機材の燃料費等の活動に不可欠な最低限の費用であるので

削減できない。
 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

職員の人件費については、補助金交付に係る事務で削減余地は
ない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？ 公共施設である道路の環境及び機能維持活動であり、一部の受

益者に偏っておらず公平・公正である。
 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

引続き、自治会等を中心とした登録団体の加入を斡旋するとともに、企業等の民間会社へ参加を依頼するなど、登録団体の加入
増を図り、道路の環境美化や機能を維持していく。

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

引続き、道路アダプト登録団体の増加を図るとともに、既存登録団体の登録期間更新を依頼し、継続したアダプト制度の充実を図
る。

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108020101020107 道路アダプト制度事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 227 220 220

227 220 220

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 10 10

0 10 10

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 公有財産購入費 0 0

18 0 0

19 2,300 2,760 2,760

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

2,527 2,990 2,990

0 0

0 0

0 0

0 0

2,527 2,990 2,990

計 2,527 2,990 2,990

当初予算 2,194 区分 名称 金額

補正予算 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 333 0

予算合計 2,527 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0108020101020108 事務事業名 道路施設防災安全対策事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 02 交通体系の充実 グループ
### 基本事業名 01 道路ネットワークの構築及び道路施設の保全 内線番号 2763

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 08 土木費 ■

項 02 道路橋梁費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 道路橋梁維持費 根拠法令・条例等 道路法・道路法施行規則

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

事業完了箇所数 箇所 2 4 5 6 6

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

道路利用者

霧島市内の市道

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

安心安全な道路環境を構築する

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

安全・快適に移動ができる

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 77,907 67,100 49,362 20,900 20,900

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 0 54,700 40,300 0 0

千円 63,752 200 47,076 17,100 17,100

千円 141,659 122,000 136,738 38,000 38,000

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 141,659 122,000 136,738 38,000 38,000

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

道路維持第2Ｇ

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

道路施設の計画的な修繕・更新による老朽化対策と、自然災害に対する事前防災・減災対策を行うことにより、地域道路網の安全性・信頼性を向上
するとともに、地域の課題に応じた交通安全対策を多角的に実施することにより、安心安全な道路交通環境を構築する。
道路の老朽化対策及び事前防災・減災対策（舗装修繕事業・道路法面事業）
通学路の安全確保（水路蓋掛け事業）

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

道路法（昭和27年法律第180号）第56条の規定
により、地域住民の日常生活の安全性若しくは
利便性の向上を図るうえで、施策上特に整備が
必要であると認められる市町村道においては、
国庫補助を受けての事業が可能となった。
老朽化に伴う舗装修繕や通学路の安全確保等
、日常生活を営むうえで多大な影響があること
から、市民からも早急な対応が求められている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

（舗装修繕事業）
　霧島地区　中原～法ケ崎線
　隼人地区　田方見次線
　国分地区　竪馬場通り線

（法面事業）
　国分地区　道場口～春山線

（蓋掛事業）
　国分地区　三日月通り線・有下7号線

（舗装修繕事業）
　老朽化に伴い舗装劣化の著しい3路線を整備したことにより、利用者の
安心安全な道路交通環境を確保できた。

（法面事業）
　法面崩壊により、全面通行止めになっていた路線にロックボルト等設置
したことにより、二次災害の防止と利用者の通行の安全が確保された。

（蓋掛事業）
　狭小の道路に隣接する水路に、蓋を掛ける改良を行ったことにより、有
効に幅員等が確保され、利用者の通行環境を確保できた。



0108020101020108 道路施設防災安全対策事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

事業箇所により、現場状況が異なることから、測量設計においては、現場状況に応じた最適な工法を検討していく。

道路ストック総点検結果に基づき、緊急性や交通状況等を考慮しながら、事業箇所を適切に選定していく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

　年々増加する老朽化に伴う市道の舗装劣化や、市民から求めら
れる交通安全対策に対応していく事業であることから、事業費の
削減余地はない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

　専門的な知識を要する業務であることから、人件費は削減できな
い。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0108020101020108 道路施設防災安全対策事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 135,885 36,000 36,000

16 0 0

17 公有財産購入費 297 500 500

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 556 1,500 1,500

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

136,738 38,000 38,000

49,362 20,900 20,900

0 0

0 0

40,300 0

47,076 17,100 17,100

計 136,738 38,000 38,000

当初予算 168,982 区分 名称 金額

補正予算 ▲ 32,173 国庫支出金 社会資本整備総合交付金 49,362

▲ 32,173 その他 特定建設事業基金繰入金 40,300

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 ▲ 68 0

予算合計 136,741 0

0

0

0

0

合　計 89,662

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第5号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0111020101040702 事務事業名 道路施設災害復旧事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 04 防災対策の推進 グループ
### 基本事業名 07 災害復旧対策の推進 内線番号 2761

会計 一般会計 ☐ 単年度のみ

款 11 災害復旧費 ■ Ｓ 26 年度～）

項 02 公共土木施設災害復旧費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 土木施設災害復旧費 根拠法令・条例等

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

公共災復旧箇所数（道路・橋梁） 箇所 7 7 9 7 7

単独災復旧箇所数（道路・橋梁） 箇所 16 16 37 16 16

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

被災箇所（市内全域）

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

災害から市民の安全を守る

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

被災箇所が復旧される

日常的な生活を送ることができる

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 10,784 12,106 32,321 12,106 33,350

千円 0 0 0 0 0

千円 12,900 15,800 33,200 6,000 0

千円 0 0 0 0 0

千円 55,374 22,094 47,563 44 16,650

千円 79,058 50,000 113,084 18,150 50,000

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 79,058 50,000 113,084 18,150 50,000

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

第1グループ

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

台風や豪雨等の異常な自然現象により被災した、霧島市が管理する市道及び市道橋の土木施設復旧を図る。
（市道）
霧島市内全域　2,423路線　L=1,606.3㎞
（市道橋）
霧島市内全域　651橋

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

近年の気象状況の変化に伴い、局部的な豪雨
等による災害が発生している。被災箇所におい
ては、市民からの早急な復旧が望まれている。

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

【公共災害】　　
道路災害　9箇所
【単独災害】
道路災害　37箇所

被災箇所の早急な復旧により二次災害が防止され、市民生活の安全が
図られた。



0111020101040702 道路施設災害復旧事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ 継続・やり方改善 ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

　引き続き公共施設の被災箇所を原形復旧していくことで、市民生活の安全を図っていく。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

災害復旧事業は、災害査定による原型復旧が原則であることから
、事業費の削減はできない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

工事事務や現場管理等は、専門的な知識を要する業務であること
から人件費の削減はできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

　公共土木施設災害の軽減や、被災を未然に防止するために、定期的なパトロールや早期修繕等による適切な維持管理を行っ
ていく。

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0111020101040702 道路施設災害復旧事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 188 176

10 0 0

11 15,867 0 8,664

150 100

0 54

0

0 10

0

15,717 8,500

0

0

0

12 0 0 10

0 10

0

0

0

13 80,804 22,000

14 0

15 14,934 18,000 19,000

16 0

17 公有財産購入費 727 100 100

18 0

19 0

20 0

21 0

22 564 50 50

23 0

24 0

25 0

26 0

27 0

28 0

113,084 18,150 50,000

32,321 12,106 33,350

0 0

33,200 6,000

0 0

47,563 44 16,650

計 113,084 18,150 50,000

当初予算 50,000 区分 名称 金額

補正予算 245,750 国庫支出金 現年補助土木災害復旧費 32,321

191,500 地方債 公共土木施設災害復旧事業債 4,900

54,250 地方債 公共土木施設災害復旧事業債 28,300

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 ▲ 1,517 0

予算合計 294,233 0

0

0

0

0

合　計 65,521

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第2号

補正第4号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む



事務事業振返りシート 実施事業の振返り） 

１．基本情報

0111020101040703 事務事業名 公園施設災害復旧事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

01 政策名 01 快適で魅力あるまちづくり 担当課長 仮屋園　修

### 施策名 04 防災対策の推進 グループ 公園管理グループ

### 基本事業名 07 災害復旧対策の推進 内線番号
会計 一般会計 ■ 単年度のみ

款 11 災害復旧費 ☐

項 02 公共土木施設災害復旧費 ☐ 期間限定複数年度（ ～ ）

目 01 土木施設災害復旧費 根拠法令・条例等

評価区分 簡易評価 評価対象 １次評価 関連計画

単位
（実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

復旧した公園箇所 箇所 1 1 1

 （２） 事務事業の目的

 ② 対象

　（誰、何を対象にしているのか）

市が管理している公園

 ④ 意図

　（②対象をどうしたいのか）

災害から市民の安全を守る

 （３） 上位の基本事業

 ⑥ 基本事業の意図

　（さらにどのような成果に結びつくのか）

被災箇所が復旧される

安心して施設が利用できる

３．事務事業の環境変化・市民意見等
４．事業費の推移 単位

（法改正や事業を取り巻く環境変化、市民や議会などからの意見等）

千円 0 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 1,000 0 0 0 0

千円 0 0 0 0 0

千円 48 0 1,955 0 0

千円 1,048 0 1,955 0 0

人

人

千円 0 0 0 0 0

千円 1,048 0 1,955 0 0

＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ ＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

法面復旧により安心して公園が利用できるようになった。

平成28年度 （平成27年度

事務事業
コード

予
算
科
目

事業
期間

単年度繰返 （開始年度

２．事務事業の概要・目的・指標　　＜Do＞

 （１） 事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細を記述）

H27年6月11日から12日の豪雨により、城山公園展望台敷地の北西にある法面が幅１０ｍ、高さ９ｍ崩壊した。
法面の復旧工事を行うことで公園利用者の安全を確保する。

 ① 活動指標 （事務事業の活動量）
26年度 27年度 28年度 29年度

ア

イ

ウ

 ③ 対象指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記②対象の大きさを表す指標）  （実績）  （見込）  （実績）  （見込）  （見込）

ア

イ

ウ

 ⑤ 成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記④意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

イ

ウ

 ⑦ 基本事業の成果指標
 単位

26年度 27年度 28年度 29年度

　（左記⑥意図の達成度を表す指標）  （実績）  （目標）  （実績）  （目標）  （目標）

ア

イ

ウ

26年度 27年度 28年度 29年度

（決算) （予算) （決算) （予算) （計画)

近年の気象状況の変化に伴い、局部的な豪雨
による災害が発生している。
平成２７年９月議会補正

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

事業費（A）

人
件
費

正 規 職 員

臨 時 職 員

概 算 人 件 費 (B)

トータルコスト(A)＋(B)

５．平成27年度の実績及び成果

（１）平成27年度の実績（取組） （２）平成27年度の成果

城山公園法面復旧事業
復旧延長 L=10ｍ　
内容　ブロック積工　A=２５㎡　法面工A=100㎡



0111020101040703 公園施設災害復旧事業
建設部

建設施設管理課

理　由

①

☐

☐

☐

②

☐

☐

③

☐

☐

☐

④

☐

☐

⑤

☐

☐

☐

⑥

■

☐

⑦

■

☐  削減できる

⑧

☐

☐

７．１次評価結果　＜ＰＬＡＮ（Ａｃｔｉｏｎ － Ｐｌａｎ）＞（組織決定）
【参考】前年度の改革改善の方向性

≪ ≫

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

○ ○

災害を未然に防止するため定期的なパトロールを行う。

被災箇所の原形復旧を行い、公園利用者の安全を確保する。

８．２次評価結果　（担当部長評価） 評価者 部局

継続 休止 廃止やり方改善 事業拡充 連携 統合

（２）総　評

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部

担 当 課

６．振返り　＜SEE（Ｃｈｅｃｋ）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

 この事務事業の目的は、基本事業の意図に結びついていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 結びついている

 間接的に結びついている

 結びついていない

 ・この事業をなぜ市が行わなければならないのですか？
 ・税金を投入して達成する目的ですか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 妥当である

 見直す必要がある　

Ｂ
有
効
性

 成果が向上する余地（可能性）はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 向上する余地はかなりある

 向上する余地はある程度ある

 向上する余地はほとんどない

 廃止・休止の影響はありませんか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 影響がある

 影響がほとんどない

 類似の目的（対象・意図）又は形態（イベントや啓発等）を持つ他の事務事業は
ありませんか？

 類似事業がある場
 合の事務事業名等

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はない

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】

 類似の事業はあるが、統合又は連携できない

 類似の事業があり、統合又は連携できる

Ｃ
効
率
性

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？
 ・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？

災害復旧事業は、原形復旧が原則であることから事業費の削減は
できない。

 削減できない

 削減できる

 ・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、人件費（延べ業務時間）を削減できません
か？
 ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？

工事事務や現場管理等は、専門的な知識を要する業務であること
から人件費の削減はできない。

 削減できない

Ｄ
公
平
性

 事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
 また、受益者負担の公平性が確保されていますか？

【参考：昨年度の内容】
【参考：昨年度の内容】 公平・公正である

 見直す必要がある　

（１）事務事業の改革
改善の方向性

（２）平成28年度の改
革改善の内容
（取り組むべき課題）

（３）平成29年度の方
向性　　　　　　　　　（
具体的な取組）

（１）事務事業の改革
改善方向性



0111020101040703 公園施設災害復旧事業
担当部 建設部

担当課 建設施設管理課

９．コストの推移

（単位：千円）

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

12 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

13 0 0

14 0 0

15 1,955

16 0 0

17 公有財産購入費 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

1,955 0 0

0

0 0

0

0 0

1,955 0 0

計 1,955 0 0

当初予算 0 区分 名称 金額

補正予算 2,000 0

2,000 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

流用・充用 0 0

予算合計 2,000 0

0

0

0

0

合　計 0

事務事業
コード

事　務
事業名

平成27年度　（決算） 平成28年度　（当初予算） 平成29年度　（計画）

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

消 耗 品 費

燃 料 費

食 糧 費

印刷製本 費

光 熱 水 費

修 繕 料

賄 材 料 費

飼 料 費

医薬材料費

役 務 費

通信運搬費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

委 託 料

使用料及 び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料

投資及び出資金

積 立 金

寄 附 金

公 課 費

繰 出 金

計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

そ の 他

一 般 財 源

平成27年度補正・流用状況 平成27年度特定財源内訳

補正第2号

平成27当初予算には平成26年度からの繰越分を含む


	H27 00-02-01-道路橋梁維持総務管理事務事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-01-06-公園管理事務事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-01-06-都市公園管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-01-06-城山公園管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-01-06-丸岡公園管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-01-06-公園改修事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-02-01-地方改善施設整備事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-02-01-道路維持改良事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-02-01-市道・橋梁台帳整備事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-02-01-道路維持管理事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-02-01-橋梁長寿命化修繕事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-02-01-道路アダプト制度事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-02-01-道路施設防災安全対策事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-04-07-道路施設災害復旧事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート

	H27 01-04-07-公園施設災害復旧事業
	基本シート
	改善シート
	財務シート


